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〔
書
　
評
〕

藤
田
貞
一
郎
著
『「
領
政
改
革
」
概
念
の
提
唱
─
訓
詁
学
再
考

─
』

川　

口　
　

浩

は
じ
め
に

　

本
書
の
性
格
を
一
言
で
表
現
す
れ
ば
、「
主
題
と
な
る
「
国
益
」
思

想
に
つ
い
て
は
…
…
研
究
者
人
生
を
通
し
て
年
来
追
究
し
て
来
た
」

（
八
〇
頁
）
藤
田
貞
一
郎
氏
に
よ
る
、
近
世
日
本
史
研
究
の
通
念
・
常

識
を
く
つ
が
え
そ
う
と
す
る
試
み
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際

の
方
法
が
「
訓
詁
学
」
で
あ
る
。
氏
自
身
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
史

料
の
用
語
と
用
語
法
を
尊
重
す
る
実
証
主
義
史
学
の
学
問
雰
囲
気
に

育
ち
、
遂
に
訓
詁
学
再
考
の
境
地
に
至
っ
た
」（
二
二
七
頁
）、「
訓
詁

と
は
本
来
、
字
句
の
意
味
の
解
釈
を
疎
か
に
し
な
い
、
立
派
な
知
性

の
方
法
論
で
あ
る
」（
一
三
九
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
左
の
目
次
の
通
り
五
本
の
論
考
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第

二
章
以
外
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
刊
行
な
い
し
刊
行
予

定
の
雑
誌
・
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
章
は
「
新

稿
」（
二
二
五
頁
）
で
あ
る
。

第
一
章　
「
領
政
改
革
」
概
念
の
提
唱
─
近
代
日
本
国
民
国
家
形
成
史

の
一
齣
─

　
　

一　

問
題
の
所
在

　
　

二　

幕
藩
体
制
史
観
懐
疑
論
の
動
き

　
　

三　
「
国
益
」
思
想
と
領
知
経
済
の
自
立
化

　
　

四　

国
民
国
家
と
貨
幣
シ
ス
テ
ム
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五　
「
領
政
改
革
」
概
念
の
提
唱

　

コ
ラ
ム　
『
安
愚
楽
鍋
』
に
見
え
る
「
国
益
」
建
白
談
義

第
二
章　

近
代
日
本
臣
民
国
家
の
成
立
─
領
知
経
済
自
立
化
の
所
産
─

　
　

一　

思
考
基
盤

　
　

二　

近
世
史
研
究
に
お
け
る
訓
詁
学
ま
た
は
原
典
批
判
学

　
　

三　

幕
藩
体
制
な
る
用
語

　
　

四　

近
世
史
に
お
け
る
天
皇
な
る
称
号

　
　

五　

領
知
経
済
の
自
立
化
と
国
益
思
想

　
　

六　

東
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
日
本
社
会

　
　

七　

近
代
日
本
臣
民
国
家
の
成
立

　
　

八　

展
望

第
三
章　

訓
詁
学
再
考

　
　

一　

近
世
の
用
語
と
用
語
法

　
　

二　

近
代
の
用
語
と
用
語
法

　
　

三　

訓
詁
学
再
考

第
四
章　

近
世
城
下
町
の
生
鮮
食
料
品
市
場

　
　

一　

問
題
の
所
在

　
　

二　

い
わ
ゆ
る
「
城
下
町
」
と
は
何
か

　
　

三　
「
近
世
城
下
町
の
生
鮮
食
料
品
市
場
」
の
特
質

　
　

四　

結
論
的
覚
書

第
五
章　

明
治
前
期
「
国
益
」
思
想
追
跡
行
の
一
里
塚
─
『
明
治
建

白
書
集
成
』
を
手
掛
り
に
─

　
　

一　

序

　
　

二　
『
第
一
巻
』
の
事
例

　
　

三　
『
第
五
巻
』
の
事
例

　
　

四　
『
第
七
巻
』
の
事
例

　
　

五　
『
第
八
巻
』
の
事
例

　
　

六　
『
第
九
巻
』
の
事
例

　
　

七　

覚
書

あ
と
が
き

索
引

一　

本
書
の
概
要

　

右
の
目
次
を
一
見
し
た
だ
け
で
は
、
各
章
間
の
論
理
的
一
貫
性
を

理
解
す
る
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
難
し
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
。
例
え
ば
、「
天
皇
」
と
「
生
鮮
食
料
品
市
場
」
は
ど
の
よ
う

に
連
関
し
て
い
る
の
か
。
し
か
し
、
藤
田
氏
自
身
に
よ
れ
ば
、「
本
書

を
貫
く
思
考
基
盤
は
…
…
大
名
領
知
経
済
の
自
立
化
を
象
徴
す
る
国

益
思
想
で
あ
る
」（
二
二
七
頁
）。
評
者
と
し
て
は
、
こ
の
「
国
益
思

想
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
氏
の
懐
か
れ
て
い
る
一
七
～
一
九
世
紀
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の
日
本
史
観
を
整
理
し
、
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

（
1
）　「
大
公
儀
」
と
「
大
名
・
家
臣
団
」

　

常
識
的
に
言
え
ば
、
一
七
世
紀
初
期
に
徳
川
幕
府
と
二
百
数
十
の

藩
か
ら
成
る
幕
藩
体
制
が
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
藤

田
氏
は
、「
幕
府
と
藩
な
る
用
語
は
当
時
、
制
度
面
の
公
式
用
語
と
し

て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」（
三
六
頁
）
と
い
う
事
実
を
指
摘
さ

れ
、「「
幕
府
」
と
「
藩
」
な
る
用
語
・
概
念
を
用
い
て
、
史
料
に
あ

る
用
語
・
記
述
を
全
く
無
視
し
、
徳
川
将
軍
権
力
成
立
以
来
の
出
来

事
を
も
っ
と
も
ら
し
く
叙
述
す
る
、
い
わ
ゆ
る
幕
藩
体
制
史
観
に
基

づ
く
近
世
史
の
世
界
」（
五
九
頁
）
へ
の
異
議
を
唱
え
ら
れ
る
。
方
法

上
の
問
題
と
し
て
言
え
ば
、「
史
料
に
あ
る
用
語
・
記
述
」
に
基
づ
く
、

つ
ま
り
「
訓
詁
学
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

で
は
、
幕
府
や
藩
が
不
適
当
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う

に
表
現
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
一
つ
は
、「
天
下
を

掌
握
し
た
大
公
儀
た
る
徳
川
将
軍
家
」、
も
う
一
つ
は
、
そ
の
「
大
公

儀
」
に
よ
っ
て
「
土
地
・
人
民
支
配
の
た
め
に
、
全
国
各
地
に
」「
派

遣
」
さ
れ
た
「
大
名
・
家
臣
団
」（
一
七
七
頁
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
場
合
の
「
大
名
」
と
は
、
若
干
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「「
家
」
に

よ
り
編
成
さ
れ
る
「
家
中
」
を
伴
っ
て
、
公
儀
に
よ
り
任
地
に
領
知

を
宛
行
わ
れ
る
。
…
…
要
す
る
に
「
領
主
」
は
、「
公
儀
」
よ
り
各
地

に
「
家
中
」
と
も
（
マ
マ
）共
に
配
置
さ
れ
る
」（
一
二
六
頁
）
存
在
、
す
な
わ

ち
「
土
地
人
民
支
配
」
を
任
と
す
る
「
官
僚
群
」（
一
五
九
頁
）
で
あ

る
。

　

従
っ
て
、
こ
こ
か
ら
重
要
な
論
点
が
出
て
く
る
が
、「
支
配
」
の
対

象
た
る
「
土
地
」
自
体
は
、「
大
名
・
家
臣
団
」
の
「
任
地
」、
言
わ

ば
当
面
の
勤
務
先
に
過
ぎ
ず
、
従
っ
て
「「
改
易
」
も
可
能
性
と
し
て

あ
る
」（
一
二
八
頁
）
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
大
名
・
家
臣
団
」
は

「
土
地
」
に
根
付
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

だ
が
、「
派
遣
」
さ
れ
て
き
た
「
大
名
・
家
臣
団
」
に
も
当
然
居
住

地
は
必
要
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
れ
を
「
領
知
」
内
に
設
定
す
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
般
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
初
め
か
ら

「
城
下
町
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
本
質
は
「
軍
団
の
駐
屯

地
」（
一
七
七
頁
）
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
藤
田
氏
の
理
解
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
「
駐
屯
地
」
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
食
料
が

必
要
と
な
る
。
氏
が
「
生
鮮
食
料
品
市
場
」
を
問
題
に
さ
れ
る
の
は
、

「
駐
屯
地
の
軍
団
へ
の
糧
秣
供
給
網
」（
一
七
〇
頁
）
と
い
う
文
脈
に

お
い
て
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
後
の
時
間
の
経
過
と
共
に
、
そ
の
「
駐

屯
地
」
が
「
結
果
と
し
て
の
町
場
形
成
＝
都
市
に
至
る
」（
一
六
一

頁
）
と
い
う
こ
と
は
氏
も
認
め
て
お
ら
れ
る
。
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こ
う
し
た
「
大
名
・
家
臣
団
」
に
対
し
て
、「
地
付
き
を
本
来
の
在

り
方
と
す
る
の
が
百
姓
─
そ
の
多
く
は
農
民
─
で
あ
」（
一
二
八
頁
）

り
、「
大
名
・
家
臣
団
」
は
「
支
配
」
の
た
め
に
「
百
姓
」
の
上
に

乗
っ
か
っ
た
存
在
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
明
確
な
一
線
が
あ
る
、
つ

ま
り
分
離
さ
れ
た
二
層
を
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
右
の
よ
う
な
状
態
、
つ
ま
り
「
派
遣
」
さ
れ
て
き
た
「
大

名
・
家
臣
団
」
と
「
地
付
き
」
の
「
百
姓
」
の
二
層
が
分
離
し
た
形

で
存
在
し
て
い
る
状
況
を
、「
国
益
思
想
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、

こ
の
段
階
で
は
、「
国
益
思
想
」
成
立
の
条
件
は
整
っ
て
い
な
い
、
と

藤
田
氏
は
見
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「「
領
政
改

革
」〔
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述

─
評
者
〕
以
前
、
各
大
名
領
知
に
見
ら

れ
る
改
革
─
も
し
あ
り
と
せ
ば
─
、
そ
れ
は
大
名
家
の
「
家
政
改
革
」

と
押
さ
え
て
峻
別
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
三
七
頁
）。

（
2
）　「
領
国
経
営
」「
領
政
改
革
」「
国
益
思
想
」
の
成
立

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
、「
領
政
改
革
」
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
の
か
。
そ
の
転
換
の
契
機
を
、
藤
田
氏
は
、「
家
綱
・
綱
吉

政
権
期
を
分
水
嶺
と
す
る
大
名
領
知
に
対
す
る
改
易
・
移
封
・
転
封

の
激
減
」（
三
二
～
三
三
頁
）
に
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
大
名
・
家

臣
団
」
に
と
っ
て
「
領
知
」
が
「
大
公
儀
」
に
よ
っ
て
「
派
遣
」
さ

れ
た
、
従
っ
て
「
大
公
儀
」
の
判
断
に
よ
っ
て
は
、
い
つ
か
他
地
へ

の
移
動
を
命
ぜ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
、
そ
の
意
味
で
た
ま
た
ま
の

勤
務
地
で
は
な
く
、
永
住
の
地
と
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
彼
ら
が
「
地

付
き
」
化
す
る
こ
と
が
、
決
定
的
な
歴
史
的
意
味
を
持
つ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
名
領
主
権
力
は
一
定
の
土
地
・
人
民
を

事
実
上
世
襲
的
に
支
配
す
る
封
建
制
〔
な
お
、「
こ
こ
で
い
う
封
建
制
と

は
…
…
儒
学
的
封
建
制
概
念
を
指
す
」（
九
三
頁
）─
評
者
〕
政
治
権
力

と
し
て
、
領
知
を
一
個
の
経
済
圏
と
把
握
し
て
長
期
的
視
点
に
立
っ

た
領
国
経
営
に
乗
り
出
す
こ
と
と
な
り
…
…
同
時
期
の
清
朝
中
華
帝

国
の
郡
県
制
的
土
地
・
人
民
支
配
と
は
す
こ
ぶ
る
異
質
の
社
会
体
制

が
、
徳
川
期
に
成
立
す
る
」（
八
一
～
八
二
頁
）。
簡
単
に
言
え
ば
、「
封

建
」
化
し
た
「
大
名
・
家
臣
団
」
に
と
っ
て
「
領
知
」
の
あ
り
方
が

死
活
問
題
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
国
益
」
と
は
、
こ
の

「「
領
知
国
家
」
つ
づ
め
て
「
領
国
」」（
八
二
頁
）
の
利
益
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、「
国
益
思
想
」
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
「
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
領
国
経
営
」（
八
三
頁
）
の
思
想
と
し
て
成
立
し
て
く
る
。
さ

ら
に
「「
国
益
」
な
る
用
語
が
、
財
貨
の
生
産
・
流
通
・
消
費
を
総
体

と
し
て
と
ら
え
る
経
済
分
析
装
置
へ
と
、
そ
の
内
包
を
豊
か
に
し
つ

つ
あ
っ
た
」（
二
四
頁
）、
と
い
う
の
が
藤
田
氏
の
所
説
の
核
心
で
あ

る
。
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で
は
、
こ
の
「
領
国
経
営
」
の
中
味
は
具
体
的
に
は
如
何
な
る
も

の
か
。
そ
れ
は
、「
宝
暦
─
天
明
期
（
一
七
五
一
～
一
七
八
八
）
に
諸

大
名
領
国
の
商
品
生
産
・
手
工
業
生
産
に
お
け
る
国
産
物
自
給
自
足

の
政
策
・
領
国
経
済
の
自
立
化
政
策
─
公
儀
た
る
将
軍
権
力
の
直
轄

下
に
あ
る
江
戸
・
大
坂
・
京
都
と
い
っ
た
三
都
の
い
わ
ゆ
る
中
央
市

場
へ
の
依
存
か
ら
の
離
脱
─
が
姿
を
現
し
て
来
る
」（
八
二
頁
）
の
で

あ
り
、
先
に
触
れ
た
、
本
書
の
表
題
を
成
す
「
領
政
改
革
」
と
は
こ

の
「
国
産
物
自
給
自
足
の
政
策
・
領
国
経
済
の
自
立
化
政
策
」
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
動
き
の
中
か
ら
、
領
国
国
家
官

庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
も
言
う
べ
き
役
方
家
臣
の
出
現
と
、
経
済
現
象

に
集
中
し
た
論
説
も
、
現
わ
れ
る
」
の
で
あ
る
（
八
三
頁
）。

（
3
）　「
天
皇
」

　

右
の
よ
う
な
事
態
が
、
一
八
世
紀
中
期
以
降
、
不
可
逆
的
に
進
行

し
て
い
っ
た
と
す
れ
ば
、「
大
公
儀
」
た
る
徳
川
政
権
の
弱
体
化
が
招

来
さ
れ
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
、「
内
憂
」
だ

け
で
な
く
、「
外
患
」
も
加
わ
り
、「
徳
川
公
儀
は
「
内
憂
外
患
」
の

処
理
に
困
り
果
て
」（
一
三
四
頁
）、
か
か
る
難
局
を
自
力
で
は
乗
り

越
え
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
に
陥
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
公
儀
」
は
、

一
方
で
は
「
領
国
経
済
の
自
立
化
」
に
よ
っ
て
日
本
社
会
の
統
合
性

が
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
、
そ
の
時
に
、
他
方
で
は
「
中
国
社
会
に
成

立
す
る
権
力
を
中
心
と
な
す
国
際
秩
序
、
中
華
帝
国
の
存
在
、
そ
れ

に
由
来
す
る
社
会
認
識
が
連
綿
と
し
て
存
在
し
て
い
た
」（
一
三
四

頁
）
中
で
、
西
洋
列
強
へ
の
対
抗
と
い
う
難
題
に
直
面
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
事
態
は
、
独
り
「
大
公
儀
」
に
の
み

関
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
社
会
全
体
が
「
国
民
国
家
創
出
の
人

類
史
の
動
き
」（
七
頁
）
の
中
に
引
き
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
、
藤
田
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
「
天
皇
」
が
登
場
す
る
こ
と
に
な

る
。「
欧
米
列
強
に
対
抗
す
べ
く
、
大
名
領
国
の
自
立
化
を
制
し
た
上

で
の
統
一
せ
る
国
家
を
確
立
す
る
の
に
は
、
天
皇
な
る
人
物
を
カ
リ

ス
マ
と
し
て
仕
立
て
、
神
格
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
識
者

達
が
、
権
力
を
掌
握
し
、
仏
式
な
ら
ぬ
神
式
に
よ
る
天
皇
の
葬
儀
も

作
り
出
さ
れ
」（
一
〇
三
頁
）
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
近
代
日
本
の
統
一
国
家
を
、
藤
田

氏
は
「
近
代
国
民
国
家
な
ら
ぬ
近
代
臣
民
国
家
」（
一
〇
二
頁
）、
す

な
わ
ち
「
皇
帝
よ
り
尊
貴
の
意
味
を
有
す
る
天
皇
と
、
そ
の
臣
下
た

る
臣
民
…
…
か
ら
成
る
社
会
構
成
」（
九
九
～
一
〇
〇
頁
）
と
見
な
さ

れ
て
い
る
。

　

但
し
、「
天
皇
」
称
号
は
昭
和
に
至
る
ま
で
国
際
的
に
は
通
用
せ
ず
、

「
皇
帝
」
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
は
、
近
代
日
本
の
あ
り
方
を
考
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え
る
上
で
、
無
視
し
得
ぬ
論
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
的
に
は

通
用
す
る
「
天
皇
」
称
号
が
国
際
的
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、「
中
国
社
会
に
成
立
す
る
権
力
を
中

心
と
な
す
国
際
秩
序
」
が
東
ア
ジ
ア
に
「
連
綿
と
し
て
存
在
し
て
い

た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
皇
帝
」
を
越
え
る
「
天
皇
」

称
号
は
国
際
的
認
知
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
と

言
う
よ
り
、
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、「「
天
皇
」
称
号
の
国
際
社
会
へ

の
進
出
史
が
、
明
治
以
降
の
近
代
日
本
史
の
一
面
」
を
成
す
の
で
あ

り
、「
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
…
…
第
一
次
世
界
大
戦
の
宣
戦
布
告
は

い
ず
れ
も
「
皇
帝
」
称
号
の
下
に
、
こ
れ
を
行
な
い
、「
大
東
亞
戦

争
」
に
至
っ
て
初
め
て
「
天
皇
」
称
号
の
も
と
に
行
わ
れ
た
」（
一
三

七
頁
）
事
実
は
極
め
て
象
徴
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
近
代
日
本
の
国

家
を
、
藤
田
氏
は
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
、「
日
本
型
国
民
国
家
た
る

近
代
日
本
臣
民
国
家
」（
一
一
三
頁
）
と
呼
ば
れ
る
。

二　

若
干
の
所
感

　

右
の
よ
う
に
藤
田
氏
の
所
説
を
ま
と
め
た
上
で
、
評
者
が
気
付
い

た
点
を
い
く
つ
か
左
に
記
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）　「
藩
」

　

藤
田
氏
は
か
つ
て
御
自
身
の
方
法
を
「
ハ（
這
い
廻
る
）

イ
マ
ワ
ル
実
証
主
義
＝

素
朴
実
証
主
義
」）

（
（

と
述
べ
ら
れ
た
が
、
本
書
で
は
、
そ
の
よ
う
な
韜

晦
は
止
め
て
、「
訓
詁
学
」
と
い
う
格
調
高
い
表
現
を
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
歴
史
学
の
方
法
の
王
道
で
あ
る
こ
と
に
異
論
を
差
し
挟

む
余
地
は
、
恐
ら
く
、
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の

方
法
の
帰
結
と
し
て
、「
幕
府
」「
藩
」
と
い
う
従
来
使
い
慣
れ
て
き

た
用
語
を
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
幕
府
」「
藩
」
を
用
い

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
研
究
姿
勢
は
、
学
界
全
体
の
中
で
は
依
然

と
し
て
少
数
派
で
あ
ろ
う
が
、
近
世
史
研
究
者
の
間
に
は
徐
々
に
浸

透
し
つ
つ
あ
る
と
評
者
は
感
じ
て
い
る
。
評
者
自
身
も
、
つ
い
「
幕

府
」「
藩
」
が
口
か
ら
出
て
し
ま
う
が
、
極
力
使
用
し
な
い
よ
う
に
意

識
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
単
に
用
語
の
選
択
と
い
う
こ
と
に
止
ま
ら

ず
、
近
世
の
日
本
を
如
何
に
理
解
す
る
か
と
い
う
歴
史
観
そ
の
も
の

に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
上
で
で
は
あ
る
が
、「
幕
府
と
藩
な
る
用
語
は
当
時
、

制
度
面
の
公
式
用
語
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
」（
三
六
頁
）
く
、

「
公
式
名
称
と
し
て
の
「
藩
」」
の
使
用
は
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
か

ら
明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
ま
で
に
限
ら
れ
る
（
六
〇
頁
）
と
し
て
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も
、「
近
世
・
徳
川
期
に
お
い
て
は
俗
称
」（
六
〇
頁
）
と
し
て
通
用

し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
が
、
高
野

長
英
の
『
蛮
社
遭
厄
小
記
』
に
は
「
紀
州
公
の
師
範
を
勤
め
、
藩
邸

の
子
弟
を
教
導
し
」）

（
（

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
「
俗

称
」
と
し
て
の
「
藩
」
は
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
後
期
に
、
必
ず

し
も
奇
異
な
も
の
で
は
な
く
、
半
ば
日
常
語
化
し
て
き
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、
実
証
抜
き
で
は
あ
る
が
、
評
者
は
こ
の
よ
う
に
想
定
し

て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
明
治
新
政
府
は
「
藩
」
を
採
用
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

評
者
が
言
い
た
い
こ
と
は
、「
領
知
」
を
表
現
す
る
言
葉
、
つ
ま
り

地
域
表
象
が
江
戸
時
代
の
あ
る
時
期
に
変
化
し
た
、
そ
し
て
、
そ
の

言
葉
の
変
化
の
背
景
に
は
、「
領
知
」
の
実
体
の
変
化
と
い
う
事
実
が

伏
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
あ
る
時
期
以
前
に
使
わ
れ
て
い
た
言
葉
で
は
、
新
し
い
「
領

知
」
の
実
体
を
表
象
し
づ
ら
く
な
っ
て
き
た
、
そ
こ
で
新
し
い
言
葉

が
登
場
し
、
次
第
に
人
口
に
膾
炙
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
一
つ
の
想
定
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ

の
想
定
は
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
に
お
け
る
「
領
政
改
革
」「
国
益
思

想
」
の
登
場
・
展
開
と
い
う
、
藤
田
氏
の
所
説
と
平
仄
が
合
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
公
式
用
語
と
し
て
」
の
「
藩
」
は
な
か
っ
た

と
い
う
事
実
と
、「
藩
」
が
死
語
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
は
、
同
義

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「
藩
」
が
、「
公
式
用
語
」
で
は
な
い
に
も
拘

わ
ら
ず
、
社
会
の
中
で
使
わ
れ
始
め
る
と
い
う
事
実
に
見
逃
し
て
は

な
ら
な
い
重
要
性
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
訓
詁
」

の
対
象
は
、「
公
式
用
語
」
に
限
定
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

（
2
）　「
大
名
領
知
」
と
「
経
済
圏
」

　

藤
田
氏
は
、
お
お
よ
そ
一
七
世
紀
後
期
以
降
「
大
名
領
主
権
力
は

一
定
の
土
地
・
人
民
を
事
実
上
世
襲
的
に
支
配
す
る
」
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
「
領
知
を
一
個
の
経
済
圏
と
把
握
し
て
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
領
国
経
営
に
乗
り
出
す
こ
と
と
な
」
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

大
筋
に
お
い
て
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
徳
川
御
料
が

全
国
の
お
よ
そ
四
分
の
一
を
占
め
、
残
り
の
四
分
の
三
が
二
百
数
十

の
「
大
名
領
知
」
に
分
割
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
例
外
は

あ
る
に
し
て
も
、
一
般
的
に
は
「
大
名
領
知
」
は
さ
ほ
ど
大
き
な
も

の
で
は
あ
り
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
大
名
家
総
数
の
約
六
割

が
五
～
一
万
石
、
一
〇
～
五
万
石
が
約
三
割
で
あ
る）（
（

。

　

評
者
は
、
こ
の
よ
う
な
実
体
の
中
で
は
、
政
治
的
領
域
と
し
て
の

「
大
名
領
知
」
と
「
経
済
圏
」
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
通
常
、
一
つ
の
「
経
済
圏
」
は
複
数
の
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「
大
名
領
知
」
か
ら
成
り
、
小
数
で
は
あ
る
が
、
大
「
大
名
領
知
」
の

場
合
に
は
、
そ
こ
に
複
数
の
「
経
済
圏
」
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
口
に
「
領
国
経
営
」
と

言
っ
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
方
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
り
、
実

際
に
は
、「
領
国
経
営
」
は
し
た
く
て
も
で
き
な
い
「
大
名
」
が
少
な

か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
具
体
的

な
史
実
の
検
証
が
一
つ
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
3
）　
徳
川
御
料
と
「
国
益
思
想
」

　

藤
田
氏
は
、「
徳
川
公
儀
は
、
貨
幣
政
策
と
産
業
政
策
を
組
み
合
わ

せ
た
政
策
実
施
の
条
件
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」（
五
二
頁
）
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
国
益
思
想
」
の
展
開
を
「
大
名
領
知
」
に

限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
落
合
功
氏

は
徳
川
御
料
に
お
け
る
「
国
益
思
想
」
の
展
開
を
実
証
さ
れ
て
い
る）（
（

。

「
国
益
思
想
」
の
成
立
・
展
開
を
「
大
名
領
知
」
だ
け
の
問
題
と
し
て

し
ま
わ
な
い
方
が
事
実
に
即
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、「
商
品
生
産
・
手
工
業
生
産
」
に
直
接
た
ず
さ
わ
る
農
民
や
商
工

業
者
を
も
当
然
な
が
ら
視
野
に
収
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
言
い
換
え

れ
ば
、「
領
政
改
革
」
の
立
案
・
実
行
者
は
、
必
ず
し
も
「
大
名
・
家

臣
団
」
の
み
に
限
定
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
4
）　「
領
国
経
済
の
自
立
化
」

　

藤
田
氏
は
永
年
に
亘
っ
て
「
国
産
物
自
給
自
足
」「
領
国
経
済
の
自

立
化
」
を
実
証
し
て
こ
ら
れ
た
。
評
者
が
言
う
の
は
僭
越
に
過
ぎ
る

が
、
極
め
て
重
要
な
学
問
的
業
績
で
あ
る
。
し
か
し
、「
国
産
物
自
給

自
足
」
を
推
し
進
め
、「
大
公
儀
」
直
轄
下
の
三
都
中
央
市
場
か
ら

「
領
国
経
済
」
が
「
自
立
化
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
国
経
済
か
ら

孤
立
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
各
「
経

済
圏
」
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的
に
結
び
付
き
、
相
互
依
存
性
を
高
め
て

い
く
の
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
三
都
中
央
市
場
か
ら
の

「
自
立
化
」
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
藤
田
氏
も
先
刻
御
承
知
の
は
ず
で
あ
る
が
、「
大
公
儀
」
対
「
諸

大
名
領
主
群
」
と
い
う
「
主
要
矛
盾
」（
七
九
～
八
〇
頁
）
の
側
に
軸

足
が
あ
り
、
こ
の
結
果
、「
領
国
経
済
の
自
立
化
」
の
盾
の
反
面
で
あ

る
各
「
経
済
圏
」
間
の
相
互
依
存
関
係
の
深
化
が
や
や
等
閑
に
付
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
れ
は
、
一
九
世
紀
前
半

に
お
け
る
日
本
社
会
の
統
合
性
の
如
何
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

（
5
）　
一
九
世
紀
前
半
日
本
社
会
の
統
合
性

　

藤
田
氏
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
中
葉
の
内
外
情
勢
の

中
で
、
近
代
国
家
形
成
の
た
め
に
「
天
皇
な
る
人
物
」
の
「
カ
リ
ス
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マ
」
性
が
利
用
さ
れ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
氏

は
、
当
時
の
「
識
者
達
が
」「
天
皇
」
の
「
神
格
化
」
を
思
い
付
い
た

の
は
偶
然
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
あ
る
種
の
必
然
性
が
存
在
し
て
い

た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
民
衆
の
側
に
、
新
興
宗
教
た

る
記
紀
神
話
を
教
典
と
す
る
神
道
の
祭
祀
を
司
る
も
の
と
し
て
復
権

す
る
、
天
皇
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
信
仰
の
世
界
が
あ
っ
た

れ
ば
こ
そ
、
天
皇
を
カ
リ
ス
マ
と
し
た
近
代
日
本
臣
民
国
家
＝
日
本

型
国
民
国
家
が
人
類
社
会
に
誕
生
し
た
」（
一
〇
五
頁
）。
恐
ら
く
そ

の
通
り
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
明
治
国
家
は
「
上
か
ら
」
創

り
出
さ
れ
た
と
い
う
話
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。「
上
か
ら
」
と
い
う
側

面
は
確
か
に
存
在
す
る
に
し
て
も
、
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
良
し
悪
し
は
別
に
し
て
、
と
も
か
く
も
当
時
の
非
西
洋

世
界
に
お
い
て
初
め
て
「
近
代
日
本
臣
民
国
家
＝
日
本
型
国
民
国
家
」

が
成
立
し
た
と
い
う
事
実
の
歴
史
的
根
拠
は
、「
天
皇
」
の
「
カ
リ
ス

マ
」
性
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
「
民
衆
」
の
「
信
仰
の
世
界
」
と
い

う
思
想
史
的
領
域
外
に
も
、
当
然
存
在
す
る
と
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。

　

藤
田
氏
の
、
こ
の
「
近
代
日
本
臣
民
国
家
＝
日
本
型
国
民
国
家
」

の
た
め
に
「
天
皇
」
の
「
カ
リ
ス
マ
」
性
が
利
用
さ
れ
た
と
い
う
議

論
の
前
提
に
は
、
一
九
世
紀
前
半
に
お
い
て
「
領
国
経
済
の
自
立
化
」

が
進
行
し
、
日
本
社
会
の
統
合
性
が
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
認

識
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、「
大
公
儀
」
と
「
諸
大

名
領
主
群
」
の
政
治
的
関
係
が
弛
緩
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
政
治
的
関
係
と
は
逆
に
、
各

「
経
済
圏
」
間
の
相
互
依
存
関
係
は
む
し
ろ
深
化
し
つ
つ
あ
っ
た
、
つ

ま
り
、
当
時
の
日
本
経
済
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
進
行
し
、
統
合
性

が
高
進
し
て
い
た
と
い
う
の
が
、
評
者
の
想
定
で
あ
る
。
但
し
、
一

言
お
断
り
し
て
お
け
ば
、
こ
の
想
定
は
単
純
な
「
下
か
ら
」
論
に
与

す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
経
済
的
統

合
性
の
高
進
と
い
う
側
面
を
入
れ
込
ま
な
い
と
、
明
治
国
家
の
成
立

は
説
明
し
に
く
く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
如
何
に
「
臣
民
国

家
」
と
は
言
え
、
そ
れ
が
近
代
的
国
民
国
家
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

評
者
に
よ
る
本
書
の
読
解
の
中
に
は
、
恐
ら
く
、
多
く
の
誤
読
が

含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
藤
田
氏
の
真
意
を
十
分
に
汲
み
取
り
切

れ
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
は
お
詫
び
す
る
し
か
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
評
者
の
妄
言
が
、
学
界
に
お
け
る
本
書
へ

の
関
心
を
多
少
な
り
と
も
喚
起
で
き
れ
ば
、
誠
に
幸
い
で
あ
り
、
光

栄
で
あ
る
。
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